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１．はじめに  

国立大学法人宮城教育大学（以下「本学」といいます。）は、東北地方の教員養成の基幹大学と

して、次世代の育成に力を発揮する優れた教員の養成とともに、「教育の未来と子どもたちの未来」

の形成に貢献することを使命としています。この使命を、附属校園との協働と、地域社会・教育現

場との連携のもとに果たしていく中で、教職員がその力を十分に発揮できるよう、教職員の安全か

つ快適な就業環境を確保することを最優先としています。 

このような認識の下、改正労働施策総合推進法を踏まえ、社会通念上不相当な言動や妥当性を欠

く要求等、いわゆるカスタマー・ハラスメントによって、教職員の尊厳が損なわれ、就業環境が害

されることのないよう、本学全体として必要な措置を講じるとともに、カスタマー・ハラスメント

への適切な対応を図るための基本方針を定め、本方針に基づき、教職員の心身の安全と健康を守り

健全な職場環境及び教育研究環境の維持及び向上に努めてまいります。 

本学は、本方針による対応姿勢の明確化、教職員への周知・啓発及び教職員のための相談・報告

体制の整備等に取り組むとともに、カスタマー・ハラスメントに該当すると判断した場合は、教職

員を孤立させず、保護し、安全で働きやすい環境を構築するため、大学全体で共有・連携して組織

として毅然と対応します。 

 

２．本学におけるカスタマー・ハラスメントの定義 

本学に対するご意見・ご要望のうち、当該内容に含まれる要求の内容の妥当性に照らして、当該

要求を実現するための手段・態様が社会通念上許容される範囲を超えたものであって、教職員の就

業環境や教育研究環境が害されるものを指します。 

 

【カスタマー・ハラスメントに該当する行為の例】 

以下の記載は例示であり、これらに限られるものではありません。 

・身体的な攻撃（暴行、傷害等） 

・精神的な攻撃（脅迫、中傷、名誉毀損、侮辱、暴言、土下座の強要等） 

・威圧的な言動 

・継続的、執拗な言動（長時間又は繰り返す電話・メール等） 

・拘束的な言動（不退去、居座り、監禁等） 

・人格の否定、差別的な言動 

・社会通念上相当な範囲を超える対応の要求 

・合理性を欠く不当・過剰な要求 

・不当な損害賠償の要求 

・本学や教職員の信用を棄損させる内容や個人情報等をSNS等へ投稿する行為 

 

３．本学におけるカスタマー・ハラスメントへの対応 

本学は、教職員の人格と尊厳を守るため、カスタマー・ハラスメントに該当すると判断した場合、

原則、以後の対応をお断りさせていただきます。 

また、特に悪質と認められる場合には、警察、弁護士などの関係機関と連携し、厳正に対処いた

します。  


